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0.目次（本日の次第）

２ 議題 第５期柏市地域健康福祉計画（素案）について

（１）第１章 計画策定の趣旨とこれからの地域福祉の在り方 について

（２）第２章 柏市の地域福祉を取り巻く現状と課題 について

第３章 計画の全体像 について

（３）第４章 基本方針別の施策と取組の推進 について

（４）第５章 その他の関連計画 について

１ 開会 あいさつ

４ 閉会

３ その他
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（１）第１章 計画策定の趣旨とこれからの地域福祉の在り方 （※前回意見の対応）

NO 発言内容及び後日提案 対応

1

柏市の強みや活かせる部分はどこにあるか ・強みと弱みは共存するものであるので（例えば，高齢者
が増加 短所：社会保障が増加，長所：経験値の高い人材
リソースの確保）などがある。第２章５「柏市の地域福祉
を取り巻く現状と課題」において，第４期計画の総括を行
い，今後に向けた検討の視点に記載します。

2

「ひとりひとりが生きがいや役割を持ち，助け合いながら暮
らしていくことのできる地域や社会をつくる」という記載は，
そのとおりではあるが，「生きがい」という言葉は人によっ
て捉え方が異なり，抽象的である。全体的に背景や意図を解
きほぐす記載があるとよい。

・生きがいとは「生きるはりあい。生きていてよかったと
思えるようなこと」と定義されており，人によって「生き
る価値や意味」は異なると考えます。
ひとりひとりが，喜びを感じながら生活を営むことができ
ることがイメージできるよう，P47の「第４章計画の全体
像」において，地域健康福祉像を具現化したイラストを挿
入します。

3
（8050問題，ダブルケア，ヤングケアラー等）言葉の注釈を
追記した方が良い

・注釈を挿入します。

4

共助の仕組みを強くすることが柏市を強くすることに繋がる
と思う。お互いを知り，お互いを助け合うことが総合的に市
が強い・住民が強いまちづくりになる。

・Ｐ６において，柏市における共助の考え方を明記しまし
た。

5

防災の観点でも自助・共助・公助の仕組みは必要だが，どこ
からが自助・共助，どこからが公助という見え方がクリアで
はなく，それぞれの環境状況で受け止め方も異なる。どのよ
うにクリアに表記していくか，今後検討が必要だと思う。

・前回のイラスト図から，P6の図表1-4のイラストにし，
表現の仕方を変更しました。特に，自助と共助には境目を
なくし，時には自助であり，時には共助であることがイ
メージできるよう対応しました。
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（３）第４章 基本方針別の施策と取組の推進 （※前回意見の対応）

NO 発言内容及び後日提案 対応

1

言葉の使い方として，例えば，方針や基本施策，取組の上下
関係等，日頃行政文書を読み慣れていない人にとっては理解
しにくい

・特に，第４章については，見方について説明するページ
を挿入し対応しました。

2

区分と重層も印があるだけでは分かりにくい。
所管課表記の仕方についても，社会福祉協議会も所管課にな
るのか。

・上記同様に，見方について説明するページを挿入します。
また，所管課の標記も整理しました。

3

施策１に「気づき・学びの場」の文言が追加されたことに期
待しているが，気づき・学びの場から学んだ人の行動変容に
繋げていくためのノウハウやイメージはあるのか。また，包
括的連携体制の構築や活動支援についてもコーディネーター
的な役割を持つ人材が必要。人材育成のイメージはあるのか
。

・本計画では，施策ごとに「共創型オーガナイズアクショ
ン」を設定し，多くの人々が共に行動することで社会変化
を起こすためのプロセスを記載しました。これを庁内，関
係機関，地域住民と共有し，目指す成果を得られるように
したいと考えています。
・人材育成についても同様であり，「共創型オーガナイズ
アクション」において選定した事業でイメージ共有を図り
ます。

4

学びの場や地域の課題があることをどのように市民に伝えて
いくのかが肝になっていくと思う。また，地域の支援の横の
繋がりの面で，専門職同士の連携強化や市の相談窓口の周知
も行っていけるのではないか。

・本冊版（市民向け）においても，上記の「共創型オーガ
ナイズアクション」を掲載し，市民との共有を図ります。
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３ その他 （※次回の予定）

令和５年度 第１回 第２回

日時/会場 １０月２６日（木）
１４:00～16:00
上下水道局大会議室

2月２２日（木）
１0:00～12:00
ラコルタ柏４階集会室

議題 ・第４期計画進捗確認
・第５期策定方針

・各種アンケート結果報告
・計画体系（案）
・令和６年度の進め方

その他 ・諮問 ・重層的支援体制整備事業
の進捗状況報告

令和６年度 第１回 第２回 第３回 第４回

日時/会場 ６月２７日（木）
１４:00～16:00
ラコルタ柏多目的研修室

８月２９日（木）
１４:00～16:00
ラコルタ柏多目的研修室

10月30日（水）
１４:00～16:00
ラコルタ柏４階集会室

1月29日（水）
１４:00～16:00
ラコルタ柏４階集会室

議題（案） ・「柏市の地域福祉を取り
巻く現状と課題」
・「地域健康福祉像」と「基
本方針」について
・基本施策の考え方につい
て

・基本施策と取組
・重点施策の考え方につい
て

・計画書資料編（素案）提示
※パブリックコメント前の確
認

・パブリックコメント終了後
の最終案の確認

その他 ・第４期計画進捗確認 ・答申


